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∫ 「リレー随筆・お元気ですか !J

8月 例会 「樹木研修会 J

本誌新名称決定・・ 。字体募集 !!

9月 行事 「竜鎮渓谷 J・ 「山の辺の道 J

ならやま<レポー ト・ 自然観察・昆虫>
「ナラ結れ」若草山で発生 |

自然俳句 じ鳥シリーズ 。「ハンモ ッグのハンター」

10・ 11月 行事案内<例会 。オプション・ならやま>
今月の表紙・ベン画に寄せて
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楽 しかつた「まほろばの路』

「奈良 。人と自然の会Jに入会

させて頂いたのは、シエア自然

大学講座 (11期風組)を終了し

た 5年前でした。

昆虫採集や魚 とりなどに興 じた幼少時代の

思い出がいつも脳裏を離れず、いつか自繭の身

になつたら、心身の健康を維持 しつつ、ゆつく

りと自然を楽 しむことができたらいいなあ |

と思いながらの入会でした。

丁度、「近畿自然歩道 。まほろばの路」自然観

察会シリーズがスター トした時期で、第 1回

「吉野富滝から吉野山を歩くコース」が初参加

となりました。先輩の皆さんから樹木や植物、

野鳥の名前を教えて頂きながらの楽 しい 1日

でした。

その後、「大淀フルーツの里」、「二上山、屯

鶴峯Jな どいくつかの観察会に参加 しましたが、

残念ながら、体調を崩し、復帰は本年 4月 、「笠

置山古道」観察会となりました。記憶力が減退

し、観察もその場限りという状況ですが、事情

の許す 限 り少 しで も観 察会 に参カロで きれ

ば 。・ 。と思つている今日この頃です。

今 (1徒然に思 うこと

田中 雅英

この度、仕事の都合で休会 した。

仕事を続ける方がよいのか、辞めて残された人

生を悠々と遇ごした方がよいのか、迷いながら

仕事を続けている。その分、私に残された人生

ののり代は確実に減って来ている。

健康に生きられている今が どんなに尊いもの

であるかを、これほど痛切に感 じることはない。

だが、時は待つてくれない。こうしている間

にも、着実に終わリヘと時は進んで行く。

いつか遠くないうちに、力が尽きて我が人生の

終焉の時が来よう。それを思うと戦慄 さえ覚え

る。今となつては、残りの時間があと10年な

ら、その 10年を可能な限り濃密に生きるほか

はない。

命の終わ りを思 うと仕事などやつている暇は

ないとも思 う。反面、今なお私を必要としてく

れる場があるなら、そのために貴重な時間を削

っても悔い|ま ないという気も湧く。

余暇の楽しみの一つは家庭菜園。蒔いた種が

芽を出し、実りを迎えてやがて朽ちて行く。

野菜たちの運命をわが身に投影 して、慈 しみの

情を注いでいる。

御縁があ り

川崎 和江

かれこれ十四年前のこと、大きな双眼鏡を覗

いている人に声をかけました。

その方のお誘いで鷹の渡 りを見に行きまし

た。のんびりとした気持ちで雄大な景観に浸り

生かされ しものの営みに感動 したものです。

また、野路菊を見に行きました。今を盛 りの

菊に添つて、でこぼこ道を歩きました。

肉眼で長元坊を見たり、拘杞の実を採つて行け

ば海が広がってきたこと。かりそめにも、ゴル

フ場の開発にともない見納めの野路菊でした。

そんな懐かしい記憶が思い出されます。

この度は、川井秀夫さんとのご縁を頂き奈良 。

人と自然の会に入会させて頂きました。

皆さんの足手纏いになりませんように。

:r鏃報機:典薇気で彗か f

観察会

篠原 章二
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8月 例会 積水ハウス研究所 「ガーデンツジー・纏本研修会』

う、日時 。天候  8月 24日 (火 ) 3青れ 猛暑

2、 参力E者    36名
参加者名 (敬称略 )

阿部・樋 回。鈴木 。教村 。国貞・守 口。高橋 ,森・井戸 。西谷・弓場 (京 )。 寺爾 (正 )・

勝轟 (均 )。 勝田 (緑 )・ 板橋 。宮澤・池田・八本・野悶・り:1井・豊島・菊り:l・ 古り:,(祥 ),

倉毒・藤騒・小森・山中 。本村・森脇 。岸谷 (頸)。 岸谷 (奉口)・ りil岸・吉村・八尋、

(担当幹事)弓場 (1デ )。 水本

近鉄高の原釈前 8:40集合 時聞どお り炎天下を約 20分徒歩にて積水ハ ウス研究所

|こ 向かつて出発c周 りが広い緑に包ま/i′ た近代的な「積水ハウス総合住宅研究所 11こ着

き、研究所の会議室で、講師の 畑 明宏 先生 ・ 自称 (会社員・樹木医・ 書給農夫 )

の自己紹介から始まりました
=

先生は、近所の農家から 1500清 の農地を預かり、稲作から菜園まで自分
‐
〔自然 との

共生栽培を実践され、その体験からの話は 「生態 どラミッ ド」の頂点に立つ私たちが、

自然界の昆虫・植物に、今後どう向き合つていくべきか、とい う示唆を与えていただき

ました。また、先生の勤務先「積水ハウス」は環境 と共に生きるための住宅開発コンセ

プ トとして 「5本の樹計画Jの庭本は『 2本は蝶のため、3本は鳥6Flた め』を推進され

ており、植栽する場合は、住宅地周辺の樹木を参考に、樹木の好みの土地、地形を考慮

して植栽をすれば良い結果が得られることをお話頂き、11:OOからその実践と試験場

である所内ガーデンの樹本観集会では、樹形の話、昆虫の働き、風の流れ等自然界の中

には無駄がないこと等、肝 i■銘 じなければならないお話を受講いたしました。

12:30か ら「あ:Pさ い」で
「
薬膳弁当」 (勿 論値ノ、負担)を味わい、13:00よ り2班に

分かれ、『住まいF)夢 工場』見学会で|ま 当研究所本来の機能である住宅の地震体験から、

積水ハウスの耐震構造、楠強材′D強度試験、集積材の強度試験などを見学させていただ

きました。私見ですが、今 日お世話になつた燿 先生への"せめて 1)の御礼̀は『住宅に

ついての情報があれば、「ご紹介カー ド」に記入 し́積水ハウス宛に投函すること』であ

ろう"と 研究所を後にしました. 15:00現地解散 水本 記
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澱谷の自然量機が見事な『竜鎮渓谷か各室生寺へ』報告

9月 14奉 (火)9月 例会竜鎮渓谷に 14名 が参

加 しました。前日までの酷暑が嘘みたいです。

☆大野寺の百園紅にまとわり飛ぶ赤とんば、宇

陀川を亘る涼風に確かな季節の移ろいを実感する。

9爆 例会

さや室生秋」

残暑も強かつたけど

、はざ架け彼岸花も

あり楽しかつた

ツリバナ

偶然  カメムシの仲間が写つていま した。

対岸にある竜鎮神社

普段は暗いたたずまいで本当に竜がいそ うです。

また、この大きな l枚岩は水が流れ、こけで滑つて

渡れないのですが 。

した

???今 日は楽々と渡れま

☆竜鎮渓谷はさすが下界より涼 しく楽 ヒ́

い軸歩きと植物観察をさせていただきま

したな

☆初めての訪間で

あったが、非常

,*!-Lt :. c\.:X\;t or) {<,

昆虫もいろいろ

お りそうです。

ミドリセンチコガネムシ

ルリセンチコガネムシもいましたc

☆室生川上流の青い水、透き通つた中のハヤ、滑う

かに丸く優しく肖1られた岩 ,・ ・美と優しさいつぽ

|いのハイキングでした。            |

☆夏の終わりの草花を観察 しながら、渓流沿いの道

| を歩き、気持がよかつたですc地すべり見楽館も親

l tyiJに していただきました。

地滑 り見楽館での管理人さんから、竜鎮渓谷沿

い|ま 杉・檜の植林のため山の保水力がなくなり、

地滑 りを起こし、水げ)量 t)す ぐに減ってしまうと

のことで,IIの 水 1)一定 lン ていないようですぃ

爽やかなアヽイキングみんなで楽しみました。

(文責勝 EE)

担当 :寺田孝  ・勝田均

☆好天に恵まれ歩く藁離も過度でなく、

観もよく、種々の花を見ることができま

道中の景

した。

☆待ち焦がれた秋風、竜鎮の谷に吹き渡る。活き

返った 1日 でした。

☆訪れたことのない渓谷でかわいい花をたくさん

ることができました。

☆酷暑が終わった秋の到来。爽やかな山気の中

流沿いを楽 しむ。竜鎮の霊気c秋草の表情を愛で、

生寺まで充実した 1日 を過ごした。
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オプシ毒ン行事 [東海毒然歩道]義 の 選 の 道  菫  三 輪 か ら長 轟 寺

実施肇 :平成 22年 9月 18覇  牲1曜 日)

本年度の第 3電 オプション行事は前 圏までの 35度 を越す猛暑もやわらぎ、気持ちのよい

天候に恵まれ、 18名 の皆さんの参加を得て実施いたしました。

この罪の朝、近鉄桜井駅に集合、バスにて三輪明神参道口まで行き、大神神村1(おおみわ

じんじゃ)―狭井神社―‐桧原神社―一景行天皇陵―長岳寺―黒塚古墳― 」R柳本駅と古代ロ

マンに浸りながら途中の雄物観察に足をとられ、楽しい会話の中を歩きました
=

狭井神社義の展望台では近くに大和三由、遠くに二上山、葛城、金岡1を 見渡せる絶好の

ロケーションで記念の集合
′j真を撮りましたので掲載 しますc

道中の畑では 「なす」の見事な姿と輝きに羨ましい気持ちを抱きましたが、柿やみかん

の畑では実り、色づきが悪く、土地の人も不作を嘆いておられました。今年 :ま きつと高い

果物になると思われます。 最後に訪問した黒塚古墳展示館では三十三面の三角縁神獣鏡

(レ プリカ)が展示されており、以前 「ならやま」にお越 しいただき『第 2な らやまの植

生計磨i』 についてご提案をいただく吉岡先生より、『柳燈会』の準備にお忙 しい中、時間を

さいて詳 し́く説明していただきましたこ

この輝参加された会員の皆様よリアンケー ト:こ 回答をいただきまヒ′たので、ご参考までに

紹介させていただきますc

i.今後の例会について都合のよい曜日、悪い曜爾はありますか ?

月曜(7人 )火曜(5人)水曜(5人 )木曜(6人 )金曜 (6人)土曜 (6人)日 曜 (2人)いつでも

よい(6人) あまり混まない平日がよいようです。

2.今後の例会で行きたいところはありますか ?

宇陀地方、奈良南部 (十津り|)、 吉野、東海自然歩道を続ける、花の見られる一番よい季節

等がありました。

この日の担当 弓場、板橋

”じ

(文黄 板橋)



8月 21目 (土)晴  参加者 27名
。里雛:の結倒本整理 順調に進行中で現在

El地 liXの谷筋路に多1達。 lG局 迄に観

察路と周辺び)整備が完了する見通 しです.

・蕎麦種まき そば文化クラブのメンバー

が中心になって a地区約 5アールに 「信

濃 ]号」を播きました。 9月 末には真っ

きの花がならやまの景観を飾る予定です〔

・シエア自然大学実習生 6名 が参加`午
壼t中 |ま 里山整備の実習 :こ :子 を流 し、午後

はメンバーとの意見交換をするなど充実

ヒ́た一日でした。 (関連記事 :9月 号)

8月 26霧 (本) 晴  参加者 23名
`里 1曇整犠  枯倒本整機の継続作業

,秋冬野菜準備 大根、大蒜畑の トラクタ

ーによる畝i夕 りと肥料入れで準備を宅丁。

8月 29轟 (冒 ) 晴  参カロ者 8名
・ ヒマフリ跡地  跡地の整備て時期が遅

れましたが、景観形成も兼ねて 「北早生

そば」を有志のメンバーで播きました
=

9月 2日 (木) 晴  参齢者 27名
・c地区笹藪跡地 湿地に排水溝を設けて、

水は iサ を良くする改良工事に着手。菜の

花、薦麦畑などへ用途が拡がります。

`環境整備 C地 区の笹の刈取り、周辺地

域のゴミ回収などを全員で実施 しましたこ

・里山講習会 午後、佐保台地域ふれあい

会館に移動、すラ枯れ問題の勉強、 2年

間の樹木調査分析の発表、さらに里山の

管理の在 り方について話し合いましたc

9月 9日 (本) 晴  参加者 57名
,里彙整猫  格倒本整備の継続作業

・大根の種まき 人気の大根 h■ くらま」

と漬物用大根を、全員参加で播きました。

残暑の中、今後水遣 りの苦労が続きます。

・梅林管理 秋に向けて梅の根の充実を図

るために石灰を施 しました。来年こそは

花を !の願いも一緒に鋤き込みました。

・佐保台小 5年生の田圃観察。穂の出揃つ

た稲を前に熱心に質問し勉強しました。

・農具・山林用機材 。工具を収納する倉庫

テン トを下記の本陰に設置しました。

9月 13日 (月 ) 野鳥調査 参カロ者 6名

0日 本野鳥の会の指導による観察会は今日

で終了。なお、調査は今後も継続します。

9月 16日 (本) 雨/曇 り 参加 15名

・荒天に拘わらず熱心なメンバーが集合。

大蒜 (青森ホワイ ト6片)を植付け、蕪 。

聖護院大根、紅心大根も播いて計画通り

作業完了しました。

9月 17日 (金)晴  参加者 18名

・ビオ トープの調査 水生生物科 10名が

来訪し、当方担当と共同で調査を実施。

研究科の皆さんの関心は高く、今後も継

続して調査が実施される予定です。

6
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*ならやま里曲林花だより* 守口 京子

9月 17日 (金)よ うやく涼 しい風が吹き始め、野山の散策が楽しい季節になりました。

きれいな花やかわいい実があちこちに見られます。

野曲…ヤブガラシ、カヤツリグサ、クズ、クサネム、

ブロウ、ソバ、イヌタデ、ツルマメ、ヤブマメ、

ヤブツルアズキ、スズメウリ(花 と実)、 カラスウ

リ(実 )、 チジミザサ、ヒナタノイノコズチ、ヒカ

ゲノイノコズチ、アレチヌスビトハギ、ゲンノシ

ョウコ、コニシキソウ、ヨモギ、オヒシバ、メヒ

シバ、エノコログサ、ヤマノイモ (実 )、 ヨウシュ

ヤマゴボウ(実 )、 ヌルデ、

キツネノマゴ、ツユクサ、タカサ

ビオ トープ…ミズオオバコ(花 と実)、 キクモ、ホタルイ、コナギ、ボン トクタデ、チョ

ウジタデ、タケ トアゼナ

ミズオオバコの花は咲き終わると、水中に倒れ長さ8 cmぐ らいのラグビーボール型の

実をつけます。実の周 りにはフリル状の翼が 6つ付いていてお洒落です。今年発芽した

種は、かつて水田の雑草として花開いたミズオオバコの種が放置された水田の泥の中に

埋まり、ヨシやガマなど背の高い草に阻まれて、ひたすら発芽の機会を待っていたので

しょう。いつたい何年の月日だつたのでしょうね。

幸ならやま鳥だより*

9/13、 6人で廻 りました。2年間の最後

の調査 日は、まだ猛暑の名残で鳥たちも

夏時間のままで寂しい締めくくになりま

した。この 2年間、 「野鳥の会奈良」代

表の川瀬さんにはご指導を受け、大変お

世話になりました。川瀬さんから、2年間

のまとめを 11月 号でご報告いただきます。

2つのコースで違いが出たのかご注目下

さい.

小鵬 久美子

なお 10月 からは、一年目のコースで

「ならやまバー ド・ウォッチング」を続

けたいと思つています。 「調査」ではな

く「バー ド・ウォッチング」として気軽

にご参加下さい。

7
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ならやまの秋の昆安

ならやまの皆さん、こんにちは | なら

やまのナナホシテン トウです.春以来ご無

沙汰 しています。今年の夏は暑かつたです

ねこぼくたち昆虫仲間にとつて1)厳 しかっ

たです。ぼくたち虫にとつて決適な気温は

25～ 30‐Cで、35℃ を超えるような気温では

青′き、吐′留、で熱中症で倒れる仲間 1)続出しま

した。 とくに、ぼくたちテン トウムシにと

っては最も大切な食料であるアブラムシが

少なくなり、餓死する(Dの もでました∈

秋の王者は音楽家仲間です「 調子 |ま ずオl

のうるさいだけの歌い手のクマゼミ、アブ

ラゼ ミはやつと鳴 りを潜め、美声のツクツ

クボウシが夏を惜しんで森の中で演奏に励

んでいます。草むらではウマオイ、ササキ

リ、クツワムシ、コオロギなどが夜の演奏

会を開いていますこ

鳴く虫に姿がよく似ているにも関わらず

歌つたり、演奏したりするのが苦手なのは

バッタ達です.よ い声で鳴く虫たちと区男ll

がつきますか? ひげ (触覚)を見てくだ

さい。糸のように長 |す れば鳴く虫グループ、

1～ 2cm前後の短いちょびひげならバッタ

グループですc鳴く虫はなかなか姿が見ら

れませんが、バッタ仲間は草むらにいつぱ

いいて皆さんとも顔なじみですcも つとも

体が大きくてスマー トなのがショウリョウ

バ ッタで、長さが 5～ 8cmく らいあります。

体の長さが少 し短くてよリスマー トのがシ

ョウリョウバッタモ ドキ (昔 はキチキチバ

ッタとよばれていました)です。これより

少 し小さくて、胴体が太くて頑丈で風格が

あるのは トノサマバッタです。アフリカ大

陸を集団で縦横無尽に飛び回つて草木の葉

を丸坊主にするのはこの虫です。 日本では

これらの仲間はイネ科雑草ばかりを食べて

いるので、菜園グループの皆さんには迷惑

木村 裕

をまったくか!ナ てお

りません。唯一迷惑

をかけているのがイ

ナゴですぃ雑草 t,食

べますが、イネの方

が好物で、佐保台小学校の子供たちが植え

たイネの葉を少しばかり失敬 しています。

コオ■ギにもいろいろな仲間がいます。

最も普通にいて大声をはりあげているのが

エンマコオロギです。色が黒くて肥満 して

おり、昆虫界ではメタボの筆頭でしょうc

顔の奇抜なのはオカメコオロギとミツカ ド

コオロギで、どちらも顔が裁断したように

まっ平らです。

テレビで紹介のあった 「ハチクマがスズ

メバチの巣をねらう」の主人公のクロスズ

メバチは、ミツバチくらいの小さなハチで

温和です、ならやまにいるスズメバチはく)

っと体が大きくて刺されると医者の間をた

たかなければならないでしょう。 しかし、

このハチがいることは自然が豊かな証拠で

もあります。

オンブバッタ

f2匹の関係

親子、夫婦、友人

チョウの仲間は少なくなつてきました。

ツマグロヒョウモン、イチモンジセセ リ、

ヤマ トシジミ、モンキアゲハなどで、もう

すぐ別濱さんのアサギマダラがフジバカマ

の花にやつてきます。楽 しみに待つていて

ください。 (答 :夫婦)
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蕃草曲電斃豊l 『ナラ枯れ』について   森英雄

『ならやま勉強会(9/2)』 の議論のたたき台としてメモを作成しました。森林総合研究所の

黒憂氏の資料・やならやまの植生調査データがベースですc今後のなら熱を考える上で少し

で1)参考になればとの事で、若千修正して会報に載せていただきました。

1.ナラ枯れ概要

① 現象。メカニズム等

醸『ナラ枯れ』は、『カシノナガキクイムシに運ばれた糸状菌が生きたナラの細胞から栄養摂取

⇒ナラが阻害物質を作る →ナラの道管に詰まり樹液が止る →ナラが枯れる』という現象

il月 i3月 5月 7月 9月 11月

・カシナガが枯死本から飛び出 打   一
→

・健全なナラにアタック -
→

・マスアタック(集団攻撃 ) 一
→

ナ゙ラが萎れ1～ 2週間後枯れる -

。処L還彗 降い―――→――‐―> F--->

*本の下部を攻撃するc

*径 10cm以下の本は攻撃され難く、大国径木・株立ちから攻撃され易し

*30cm以上のナラ枯れ木から数万匹が飛び出すこともある。
*数箇所穿孔程度ではナラは枯れない。→次年度への影響少ない

② ブ
｀
ラ結れ増加の主な原因

鬱繁殖に適した環境の増カロ(大 国径など)

機構れ機本の放置

O対策。予防など

基本的には確立した予防法は民せつかつていない。

2.『なら山』のコナラについて
議過去の植生調査結果から、なら山のコナテの状態を舌L暴に推測すると、

。コナラは3～ 400G本程度か (40本/600ポー50000肩 )

―攻撃されにくい
←萌芽の可能性大
← 99,

0何をしたらいいのか?

①『ナラ枯れ』について情報収集→情報共有化。知見を高める。

②目視による確実な毎本調査はむつかしい(3000本。いつせいに)

→常時木をチェックc異常に気づけば写真。調査。専門家の協力依頼など

③外観調査(森全体):双 眼鏡など

④被害発生時の対処 (専門家のアドバイスを受けて)

⑤コナラの計画伐採方法の検討

*『伐採コナラは必ず処理する必要ある』と言うことから考えると
,胸高幅30cm以上のコナラ伐採や部分的皆伐等を検討するとしても

その和l用 法。処理法 (運搬t)含め)の検討が必要であろう。

(例 )し い́たけのホダ木利用でも、現状、コナラ本1用 は年FR3 1 5本程度)

(この場合も、利用ホダ本径はせいぜい25cnl以下)
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・攻撃されにくい。 生の可能性大の本の



白 駆 傑 夕 欄

☆ 【斑鳩より19月 7日 カワセミに出会いまし
ち

しかも

羽も。この 2羽のカワセ ミ!ま 時にはもつれあつたり、じ

っとしていた りと2羽 で長い時間いました。何をして

いたのでしょうか?た つぶり写真も写せました。

20日 竜田公園にヒガンバナが咲いているのを見ました

霙轟子のスキたる蟹」會チ》 分  久

初夏の低態。晩夏の高温。鑢えて虫害に悩む。

対処療法により蕪る。収穫に歓声。

6人公の見 の迷彬戦すめる な ス

動かざる西瓜畑、鳩の襲来に無残。動 くもの強 し。

もの悲 し。自衛策、来年の課題。

毛鍼の輿民館秋鷲4の 青 券  久

9月 例会。室生・ 深谷川の渓流沿いを歩 く

酷暑も漸 く去 り、ご機嫌。

牧轟 争の畑が二つてノ＼縫島   ぇ チ

結社の人選 作。部ひた村はずれの畑だろうか。

鳥は悪のイ メージが強ぃか、「八腿鳥」の名詞が

判 るい歳i子畑を想像 させ る。

セグロセキレイの水浴 「あついなあ :」
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